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株式会社アート  

 
アクセスコントロールプラットフォーム「ALLIGATE（アリゲイト）」と 

スマートロック NinjaLock がシステム連携 

 
株式会社アート（東京都品川区、代表取締役社長：関本祥文）が運営するアクセスコントロール専用プ

ラットフォーム「ALLIGATE（アリゲイト）」は、株式会社ライナフ（東京都千代田区、代表取締役：滝沢 潔）

が開発するスマートロック NinjaLock とシステム連携いたしました。 

これによりアートは、ALLIGATEプラットフォームで動くNinjaLockを「ALLIGATE for NinjaLock」としてオフ

ィスやビル設備向けに販売を開始します。 

 

 

 

1. 背景 

当社は、過去 40 年間、全国のビルなどの建築物向けに電気錠の制御装置などのセキュリティシス

テムを販売・施工してまいりました。2017 年からはクラウドとスマホを使った全く新しいアクセスコント

ロール専用プラットフォーム「ALLIGATE」により、電気配線が必要な電気錠はもとより、配線不要な

電池駆動型電池錠を包括的に管理することができるサービスを開始し、ビル設備やシェアサービス

向けに提供しております。 

一方、ライナフは、従来の物理鍵に後付けできるスマートロック「NinjaLock」をはじめ、不動産の無

人内覧サービス「スマート内覧」や貸し会議室運営サービス「スマート会議室」等、不動産業務の効

率化を実現するサービスを複数展開しています。 

 

この度のシステム連携により、ライナフは、これまで注力してきた賃貸住宅向けに加え、オフィス等

のビル設備向けにも、さらなる NinjaLock 販売網の拡大が期待されます。また、当社としては従来の

電気錠型の装置では設置条件での課題があり導入できなかった物理鍵に後付けできる

「ALLIGATE for NinjaLock」を用いることで、セキュリティシステムの導入が拡大され、ライナフ、アー

ト、双方の相乗効果が期待できます。 



 

 

 

2. 製品の展示について 

2018 年 10 月 24 日から幕張メッセで開催される IoT/M2M 展で、当社ブースにて ALLIGATE for 

NinjaLock を展示します。 

（https://alligate.me/2018/10/15/303/） 

 

（補足）ライナフ NinjaLock について 

「NinjaLock」は、扉の鍵の内側（サムターン側）に後付けするスマートロックです。専用アプリからの鍵の開

閉のほか、オプションの Keypad と連携させることで、NFC カードや暗証番号による開閉も可能です。オフィ

スや店舗のほか、住宅など幅広い分野で利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.ninjalock.me/ 

 

（補足）ALLIGATE（アリゲイト）について 

「ALLIGATE（アリゲイト）」は、扉の鍵などの利用権の付与・抹消、利用履歴の確認などのアクセスコント

ロールに必要な機能を共通化したクラウド型プラットフォームです。スマホが物理鍵の代わりの照合機

となり、スマホを使っていつでもどこからでもアクセスコントロールができます。また、機器の取り付けや

運用後の現地での保守サポートも併せ持ったマネージド型プラットフォームです。 

株式会社アートが運営する「ALLIGATE（アリゲイト）」の詳細については以下の Web サイトをご覧下さ

い。 

 



 

 

 

https://alligate.me 

 

 

◆本記事に対するお問い合せ先： 

株式会社アート 事業開発部 (担当：田村 和寛・中村 太一)  

TEL： 044-430-5321（代） FAX： 044-430-5322 

E-Mail： alligate@art-japan.co.jp 

Web ： https://alligate.me/ 

 

※その他の会社名・商品名は各社の商標または登録商標です。 

※記載された内容は 2018 年 10 月現在のものです。 

記事の掲載をご検討頂ければ幸いです。 

 

 

 

 


